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tary.Theglossaryandindexalsoenablereaders

toexaminespecificthemesdealtwithintheepic,

therebymakingthegun'tanmoreaccessibleto

readers.

Whatwewouldhopeforinthenearfutureis

anaudioIVisualtapeoraCD-ROM ofagun'tan

performancefrom whichthistextderives.A

guritanisnottobereadthroughasawritten

text,buttobeperformedandinteractedwith.

Similartothewell-knownshadow puppetper-

formancesofJava,peoplewanderoff,Chatwith

friendsoverstrongcoffee,andcrowdaroundthe

singer.Asshowninthetexttranslation,the

singeroccasionally improvisesand responds

humorouslytotheaudience.Asweliveinmulti-

mediatimes,itwouldbeafurtherassettohavea

visual versionofagun'tanperformancetopro-

motegreaterunderstandingofSouthSumatran

highlandsociety.

(MinakoSakai<坂井美奈子>･TheUniver-

sityofNewSouthWales)

KirstinPauka.TheaterandMartialArtsin

WestSumatra:Randaiand Silek of the

Minangkabau.OhioUniversityCenterfor

InternationalStudies(MonographsinInter-

nationalStudiesSoutheastAsiaSeriesNo.

103).Athens,1998,261p.

芸術の豊富なインドネシアには様々な種頬の舞踊

があり,宮廷舞踊や仮面舞踊などは, 日本でも上演

を見る機会が増えつつある｡ しかしインドネシアに

はその他にも多くの民俗舞踊,そして護身術舞踊の

レパートリーが存在する｡ 日本では空手や合気道な

どの護身術を舞踊の範噂に含めて語ることはほとん

どないが,これは ｢舞踊｣と呼ばれる芸術の条件と

して音楽演奏と一体になっていることが重視されて

いるからだと考えられる｡カルチャーセンターなど

で流行 している太極拳も音楽を伴奏にしているが,

身体の動きと音楽のリズムは必ずしも不可分である

必要はない｡インドネシアには,音楽伴奏を用いな
い,いわゆる護身術とならんで,音楽と有機的に-

体 とな った護身術舞踊注)プ ンチ ャ ･シラ ッ ト

pencaksilatがあり,これは ｢舞踊｣の重要なカテゴ

リーの一つとして認識されている｡評者の研究地域

である西ジャワでは,プンチャ･シラットは古典舞

踊や仮面舞踊などとともに芸術大学の舞踊専攻科の

科目の一つとなっているし,公的な機関の外でも多

くの護身術舞踊の教室がある｡

KirstinPaukaによる本書はこれまで研究蓄積の

なかった護身術シレックsilekと,護身術を主要な

構成要素の一つとする上演芸術ランデイrandaiに

関するモノグラフである｡まず, これらの独特な芸

術ジャンルに関して著者が自らの実演経験に基づく

興味深い貴重なデータを提供 していることを非常に

意義深 く思う｡

先に述べた護身術と護身術舞踊はそれぞれ,イン

ドネシア語でシラットsilat,プンチャ･シラット

♪encaksilatという｡本書の研究対象地域である西

スマ トラの ミナンカバウの言葉ではシラットをシ

レックsilekという｡著者によれば, シレックは西

スマ トラの至るところで見られ,ほとんどの村にシ

レックのグループがある｡多くの村では,集会所で

少年たちにコーランとシレック,そしてランデイを

教えている (第 2章 27-28貢)｡西スマ トラにおい

て, シレックは,それを極めることが一人前の男性

にとって不可欠な条件であるという重要な社会的位

置づけをもつ｡ランデイは, このシレックの中で用

いられる円形舞踊ガロンバンgalombangを中心に,

物語の語りと民謡,音楽を組み入れ,それに演技を

加えた,民衆演劇のジャンルである｡ ランデイもま

た西スマ トラの代表的な芸術 ジャンルとされてお

り,多くの村がランデイの劇団をもっている｡

本書はランデイの歴史的起源,演者,テクスト,

舞台,衣装,音楽,演技について概説的に紹介 し,女

性の演者の参入や現代的なステージ上演などの近年

の変化について考察を加えている｡それと同時にシ

荏)martialartsdanceの訳語 としては,｢護身術
舞踊｣ の他にも ｢武術舞踊｣ という日本語が考

えられる｡ この書評の中では, インドネシア語

でシラットあるいはプンチャ･シラットのこと

を senibetadiri(｢自分を守る芸｣を意味する)

と表現することが多いため,その表現に合わせ

て ｢護身術舞踊｣という訳語を用いた｡
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レックをランデイの重要な構成要素として位置づ

汁, ミナンカバウの文化的表現としてこれらのジャ

ンルを考察している｡著者自身が実際にシレックを

習得した経験に基づく具体的で分析的な記述が本書

の随所に見られる｡たとえば,第3章のシレックの

習得過程 (28-32貢),第7章の打楽器と踊り手のス

ラッピングのパターンの図式化 (106-112頁),第9

章における護身術を用いた戦いの展開方法の類型

(130-144貞)などの記述は,十分な観察と的確な分

析による成果として興味深い｡また,第5章の上演

テクストの考察においては,物語のレパー トリー

や, グリンダムgun'ndamという詩の形式に則って

語られるテクストの分析,物語の基本的構成,様々

な言語レベルにおける表現方法に関する記述が見ら

れ,語りや言葉がミナンカバウの人々にとっていか

に重要であるかという点が提示されている｡ さらに

巻末には実際の上演テクストの記録が付録として添

付されている｡

本書は,基本的出発点として,舞台芸術ランデイ

と護身術シレックの二つを研究対象としており,著

者の議論には最初からランデイはシレックを起源と

する芸術ジャンルだという前提がある｡たとえば,

著者は第2章において, ランデイの歴史的記述の中

でランデイの主たる起源説として,歌と舞踊,物語

の語り,シレックをそれぞれ起源とする3つの説を

検討し護身術シレックが起源であるという結論に至

る (16-21頁)｡しかし,そもそも護身術 ･語り･民

謡 ･舞踊 ･音楽 ･演技などの様々な要素をもつ芸術

ジャンルの起源を一つのジャンルに限定する意義は

あるのだろうか｡第5章で著者自身が示すように,

物語やテクストもランデイの重要な構成要素の一つ

である｡さらに,ランデイの起源に関する議論のプ

ロセスは,先行研究の成果や調査地でのインタ

ビューの結果などの提示が十分でないため,読昔に

対する説得力に欠けている｡これはおそらく,著者

の議論にランデイの起源はシレックであるという前

提が存在するためだと思われる｡

著者は,本書の結論において,ランデイにおける

シレックは単に芸術形式上の構成要素であるにとど

まらず,その哲学がランデイの上演を統合するとい

う意味で重要な要素であることを指摘する (154

頁)｡こうしたシレックの哲学は,物語の登場人物が
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シレックを極めるために修行の旅に出るという形で

主題として強調される点, シレックの師匠が寛容で

高徳な人物として描かれている点,戦いの場面にお

ける高徳なヒーローの戦い方はシレックをあくまで

護身術の手段として用いており,観衆に争いの解決

の適切なモラルを提供している点,などにあらわれ

ている (154-155頁)｡こうした結論に至るために

は, ランデイという独特な芸術ジャンルの検討を出

発点にして様々な構成要素を分析し,ランデイにお

けるシレックの形式上 ･哲学上の重要性を指摘する

に至るという記述のプロセスが必要だったのではな

いだろうか｡個々の記述は興味深いデータを提示し

ているが,本書の全体的構成については再考の余地

があると思われる｡

最初に述べたように,本書はシレックとランデイ

に関する概説的モノグラフとしては貴重な業績であ

る｡ 上演の実践経験とインテンシブな調査の成果に

もとづく今後の研究の深まりを期待したい｡

(福岡まどか ･国立民族学博物館)

OvertumedChan'ot.･TheAutobiographyof

Phan-Boi-Chau.TranslatedbyVinhSinhand

NicholasWickenden.Honolulu:SHAPSLi-

braryofTranslations,UniversityofHawaìi

Press,1999,ix-Ⅹ+296p.

ReadingthroughthisautobiographyofPhan-

Boi-Chau,theacknowledgedfatherofVietnam-

esenationalism,Iwasstruckbythreeattributes

ofhisgenerationofrevolutionariesthathaddis-

appearedbythetimeofhisdeath.

Thefirstistheunusualcandidnessandre･

markablehumilitythatheandhiscomrades

showedwithregardstotwooftheirweaknesses:

politicaltacticsandorganizationalresilience.

Phan'saccountislitteredwithfailurestocollect

armsconsistently,botchedattemptstoattack

theFrenchandtheinabilitytomaintainsecurity

againstFrenchcounter-attacks(oftenaidedby

theBritish,theChineseandtheJapanese).We

donotreadaboutastuterevolutionariesorcon-

spiratorsinthisbook;insteadwearepresented


